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高田佳代さん今西製作所
　　 　　
【社名】今西製作所
【所在地】広島市東区
【所属】装置技術部設計グループ
【入社歴】９年目

　今西製作所はマツダ向けを筆頭に
自動車の車体溶接用治具を手がけて
いる。仕上げの美しさや精度が求め
られ、難度が高いサイドフレームパ
ネルの治具を得意とする。
　担当する装置技術部設計グループ
で、高田佳代さんはＣＡＭのオペレ
ーションを受け持つ。設計担当から
来たＣＡＤデータや図面を基に、工
作機械に入れる加工データを作る。
技術系短大を卒業後、 年に入社し
て丸８年、携わってきた。
　厚鋼板をくりぬいて治具の部品を
作る加工。データが元で失敗すると
工具をダメにしたり、納期の後ズレ
につながる。「鋼板上に部品をきれ
いに配置したり、たくさんこなせた
時はうれしい。この仕事は自分にと
ても合っている」という。
　今年春には、機械・プラント製図
の技能検定１級に合格。ＣＡＤの操

作は現在の業務と直接関係ないが、
休日や業務終了後に勉強して３回目
のチャレンジで合格した。上司の川
真田康成さんは「負けず嫌いで努力
家。導入を始めた新しいＣＡＤ、Ｃ
ＡＭシステムの効率化にがんばって
ほしい」と期待する。
　プライベートでは「ＲＸ―８」、
「アテンザ」と乗り継いできたクル
マ好きだ。
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中浦可奈さん光陽産業
　大学で鉄の研究をしていたことか
ら、希望通り鉄にかかわるモノづく
り系企業へ就職した。今は圧延部門
で製品クレームの原因究明や品質保
持検査に従事している。
　圧延部門は重量物を扱う力仕事が
多く、女性はなかなか製造ラインに
立てない。「もっと現場に入り込み

たい」ともどかしさを感じる時もあ
るけれど、自分の意見がラインに反
映されているのを見た時には「やり
がいを感じる」。中浦さんのそんな
姿を見て、来山尊社長も「職人ばか
りの男性社会の中で、よく頑張って
いる」と高く評価している。
　入社後、国家資格の金属熱処理技
能士２級を取得した。現在１級取得
に向け勉強している。数年内には今
の部門が品質管理部門と統合される
ので、「熱処理だけにとどまらず、
今から違う分野も学んでおきたい」
と思っている。
　 年８月に男児を出産。顧客動
向が目まぐるしく変わるので、自ら
の希望で 年１月には仕事に復帰し
た。最初の３カ月間を時短勤務にし
てもらったことで、「自分のペース
を取り戻せた。仕事はもちろん、子
育てもしっかりやりたい」との思い
を抱く。
　　 　　
【社名】光陽産業
【所在地】岡山県笠岡市
【所属】製造部圧延品質管理課
【入社歴】６年目
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後工程へ気配り忘れず

佐々 木有美さんタステム．

　　 　
【社名】タステム．
【所在地】愛媛県新居浜市
【所属】管理部・主任
【入社歴】 年目

　タステム．の主力事業は薄板板
金加工で、レーザー加工機による
切断やタレットパンチプレス機に
よる型抜きによって、薄板からさ
まざま形状の部材を抜き出してい
く。佐々木さんは、この工程の前
に行う「ネスティング」とよばれ

る１枚の薄板から効率的に部材を
取れるように部材の割り付けを行
う作業を担当する。
　ネスティングは部材ごとに分解
された「バラ図」を元に、 ％前
後の歩留まりを目安にパソコン上
で割付のデータ作成を行う。「特
別なことは何もない」と謙遜する
が、入社以来積み重ねてきたノウ
ハウを駆使し、さまざまな形状の
部材をパズルのように組み合わせ
て最適な割付を導き出す。
　通常であれば指示書とデータを

合わせて後工程に回せばよ
いが、佐々木さんは「作業
担当者と言葉を交わすよう
にしている」と、コミュニ
ケーションを大切にしてい
る。こうした関係づくりを
日ごろから行うことで、予
定外の急な仕事にも臨機応
変に対応できるという。
　休日は好きな音楽を聴き
ながらのウオーキングで気
分転換を図る。

スピードより精度重視

高木敬子さん木下製粉
　讃岐うどんで有名な香川県で製
粉業を手がけ、最近では通販で全
国展開も図っている木下製粉。高
木敬子さんは、同社で毎日製粉す
る小麦粉の分析および品質管理を

担当している。スピードより精度
が要求される。分析項目によって
は、丸一日かかることもあり「失
敗はできない」と思わず指先に力
が入る。同社では特に讃岐うどん
用小麦粉が主力であるため、うど
んのコシがしっかりと出るような
小麦粉に仕上がっているか、いつ
も注視している。
　小麦は農作物のため同じ種類の
小麦でもロット（製造数単位）が
異なると性質が微妙に異なる。そ
のため、分析結果も同様に少しず
つ異なり、そのたびにハラハラド
キドキする日々が続いている。根
気のいる仕事だが、休日にはまと
めて借りたＤＶＤを一気に鑑賞し
気分転換を図っている。
　「若手をビシビシ指導してくれ
ている。竹を割ったような性格
で、物事を是々非々で判断するの
で見ていて気持ちがよい。また、
ビールが大好きで、忘年会などで
は気持ちよく盛り上げてくれる」
（木下敬三社長）と信頼も厚い。
　　 　　
【社名】木下製粉
【所在地】香川県坂出市
【所属】製粉部
【入社歴】 年目

現場との意思疎通に力

杉本尚美さん栄光工業
　　 　　
【社名】栄光工業
【所在地】高知県南国市
【所属】ＡＲＭ事業部・主任
【入社歴】 年目

　杉本さんが所属するＡＲＭ事業
部は、各種産業機械を製作する同
社において、図面製作から部材の
切り出し、溶接、加工までの塗装
前工程を一手に担う重要なセクシ
ョン。杉本さんは工程管理や作業
の割り振り、材料発注など、部内
全体の管理業務を担当。 人の作
業担当者を取りまとめる姉御的存
在だ。

　部内をまとめる上
で、杉本さんが心掛け
ているのが作業担当者
とのコミュニケーショ
ン。「デスクワークが
多いが、１日に数回は
現場に顔を出すように
している」と、女性な
らではの気配りで、日
ごろから作業担当者と
の意思疎通を図ってい
る。
　部内のほとんどは男
性で、杉本さんより年

長の作業担当者も多い。立場上
「言うことは言わないといけな
い」というが、「厳しい時と優し
い時のメリハリがあるので、みん
ながついて行くのでは」と、管理
部の鈴木弘仁さんは評価する。
　仕事で体に染み込んだ「５Ｓ」
の精神が抜けないのか、休日は自
宅の整理に時間を費やす。時には
「収納棚などを自作することもあ
る」ほどのこだわりようだ。
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